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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を

抜
粋
し
た
も
の
で
、
６
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

北
九
州
市
の

「
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
」
が

指
定
さ
れ
れ
ば

県
も
構
想
実
現
の
取
り
組
み
に
積

極
的
に
関
与
し
、
し
っ
か
り
と
支

援
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
　
北
九
州
市
は
八
幡
東
区
の
東

田
地
区
で
「
環
境
・
経
済
・
社
会

の
好
循
環
」
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

加
速
化
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
水
素
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
技
術
実
証
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
公
共
施
設
の
点
検
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
市
が
ス
ー
パ

ー
シ
テ
ィ
に
指
定
さ
れ
た
ら
こ
れ

ま
で
の
協
力
の
実
績
を
い
か
し
一

層
の
協
力
、
支
援
を
行
う
。

今
後
の
地
域
防

犯
力
の
強
化
を

ど
う
図
る
の
か
。

Ａ
　
県
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
に
よ
る

「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
で
守
る
。
地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
と
い

う
意
識
の
も
と
地
域
全
体
が
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
、

住
民
や
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

が
連
携
し
て
防
犯
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
有
効
。
県
で
は
住
民
な

ど
に
活
動
を
促
す
た
め
の
財
政
的

支
援
や
情
報
提
供
、
市
町
村
に
よ

る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
を

行
い
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で

松尾 嘉三
（春日市）

地
域
防
犯
力
の
強
化
に
取
り
組
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
県
広

域
接
種
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
保
健

医
療
経
営
大
学
は
利
用
者
が
少
な

い
よ
う
だ
。
今
後
対
象
を
22
市
町

に
拡
大
す
る
が
、
ど
う
利
用
者
増

を
図
る
の
か
。

Ａ
　
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

Ｊ
Ｒ
瀬
高
駅
と
西
鉄
柳
川
駅
か

ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
０
０
台
分
を

確
保
し
利
便
性
を
高
め
た
。
7

月
末
ま
で
に
高
齢
者
接
種
を
完

了
で
き
る
よ
う
、
対
象
市
町
に

送
迎
バ
ス
の
運
行
、
広
報
車
や

防
災
無
線
に
よ
る
広
報
、
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
工
夫
あ
る
取
り

組
み
を
促
し
て
い
く
。

本
県
の
大
豆
生

産
量
は
西
日
本

一
で
昨
年
度
の

取
引
価
格
は
日

本
一
な
が
ら
、
10
㌃
当
た
り
の
収

量
は
10
年
前
と
比
べ
て
大
き
く
低

下
し
て
い
る
。
収
量
向
上
へ
の
取

り
組
み
は
。

Ａ
　
適
切
な
時
期
の
播
種
、
ほ
場

の
排
水
対
策
が
重
要
。
降
雨
の
合

間
に
短
時
間
で
播
種
で
き
る
機
械

の
技
術
普
及
や
、
昨
年
か
ら
は
作

業
時
間
を
さ
ら
に
短
縮
で
き
る
高

速
播
種
機
の
実
証
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
現
行
品
種
よ

り
播
種
に
適
し
た
期
間
が
長
く
、

収
量
も
１
割
程
度
多
い
新
品
種
の

板橋　聡
（みやま市）

生
産
拡
大
を
進
め
、
収
量
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

正
規
教
員
の
採

用
試
験
に
お
い

て
福
岡
市
の
影

響
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

Ａ
　
福
岡
市
の
教
員
は
地
域
手
当

率
が
他
の
地
域
よ
り
も
高
く
、
人

事
異
動
が
市
内
に
限
ら
れ
る
な
ど

か
ら
福
岡
市
等
の
居
住
者
が
志
向

す
る
傾
向
に
あ
る
。
県
で
は
採
用

試
験
で
受
験
年
齢
の
緩
和
や
特
別

選
考
の
導
入
な
ど
、
志
願
者
増
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
、
さ
ら

に
働
き
方
改
革
の
推
進
や
若
年
教

員
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
に

よ
り
健
康
で
や
り
が
い
を
持
て
る

職
場
環
境
を
整
え
、
志
願
者
の
拡

大
を
図
る
。

高
齢
者
・
子
育

て
家
庭
を
対
象

と
し
た
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車

の
購
入
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ
　
県
内
に
お
け
る
自
転
車
関
連

事
故
に
つ
い
て
、
負
傷
者
の
約
15

％
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
9
名
の
う

ち
7
名
が
高
齢
者
。
高
齢
者
の
自

転
車
運
転
に
は
危
険
が
伴
う
こ
と

か
ら
、
安
全
性
の
確
保
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
ま
た
、「
子
育
て
応

援
の
店
」
の
登
録
店
舗
の
中
に
は

自
転
車
販
売
店
も
43
店
舗
あ
り
、

購
入
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
店
舗
も
あ
る
。
様
々
な
移
動

手
段
が
あ
る
中
で
、
特
定
の
手
段

に
限
定
し
た
支
援
に
つ
い
て
は
課

題
が
あ
る
。

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団す

べ
て
の
市
町

村
で
骨
髄
ド
ナ

ー
助
成
制
度
が

創
設
さ
れ
る
よ

う
県
の
丁
寧
な
働
き
か
け
が
必
要
。

県
の
制
度
も
充
実
す
べ
き
で
は
。

Ａ
　
５
月
現
在
、
28
市
町
に
あ
り
、

平
成
28
年
度
の
初
交
付
例
以
降
昨

年
度
ま
で
の
実
績
は
49
件
。
人
口

規
模
の
大
き
な
順
に
個
別
協
議
し

未
創
設
市
町
村
に
促
し
て
い
き
た

い
。
県
の
制
度
は
休
業
補
償
の
観

点
か
ら
設
け
て
お
り
、
無
職
の
方

ら
は
対
象
外
に
。
助
成
範
囲
や
上

限
日
数
な
ど
の
見
直
し
で
登
録
者

や
骨
髄
移
植
が
増
え
る
か
、
他
県

の
状
況
や
ド
ナ
ー
の
声
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

２
級
水
系
の
流

域
治
水
協
議
会

に
は
住
民
が
入

っ
て
い
な
い
。

佐々木 允
（田川市）

ま
す
ま
す
競
技

人
口
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、

Ｂ
Ｍ
Ｘ
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
っ

た
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
う
普

及
・
振
興
し
て
い
く
か
。

Ａ
　
東
京
五
輪
で
も
正
式
競
技
と

な
り
、
さ
ら
に
関
心
が
高
ま
る
と

思
う
。
昨
年
10
月
、
県
営
筑
後
広

域
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
整

備
し
た
。
大
型
商
業
施
設
を
会
場

に
魅
力
を
伝
え
る
体
験
会
を
開
催

し
て
お
り
、
さ
ら
に
体
験
の
機
会

を
広
げ
る
。
本
年
度
か
ら
県
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の

新
た
な
種
目
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
を
取
り
入
れ
る
。

県
立
高
校
の
志

願
率
低
迷
（
全

日
制
高
校
の
５

割
を
超
え
る
高

校
が
定
員
割
れ
の
状
況
）
は
、
早

急
な
対
策
を
練
る
必
要
が
あ
る
。

選
ば
れ
る
学
校
と
な
る
た
め
の
抜

本
的
な
対
策
は
。

Ａ
　
定
員
割
れ
は
従
来
の
手
法
で

は
解
決
が
困
難
な
状
況
。
そ
の
現

状
を
踏
ま
え
特
色
化
選
抜
の
拡
大

や
、
一
般
入
試
日
程
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
含
め
、
通
学

の
利
便
性
向
上
の
方
策
に
つ
い
て

研
究
し
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を

出
し
て
い
く
。

移
転
後
の
新
し

い
福
岡
武
道
館

を
活
用
し
な
が

ら
県
民
ス
ポ
ー

ツ
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
知
事
の

中尾 正幸
（北九州市若松区）

吉田 浩一
（福津市）

𠮷田 健一朗
（古賀市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

香原 勝司
（直方市）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

山本 耕一
（北九州市若松区）

見
解
を
。

Ａ
　
本
県
は
全
国
的
に
も
武
道
競

技
者
数
が
多
く
、
高
校
生
に
よ
る

金
鷲
旗
、
玉
竜
旗
大
会
の
開
催
な

ど
武
道
が
盛
ん
だ
。
新
し
い
武
道

館
が
利
便
性
に
優
れ
た
福
岡
市
民

体
育
館
横
に
移
転
す
る
こ
と
で
、

県
と
市
の
協
力
の
も
と
相
互
利
用

で
よ
り
大
き
な
大
会
や
多
く
の
学

校
の
合
同
練
習
会
の
開
催
が
可
能

と
な
り
利
用
価
値
の
高
い
施
設
に

な
る
。県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
、

ま
た
県
と
市
の
連
携
・
協
力
の
一

つ
の
成
果
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

樋口　明
（福岡市南区）

住
民
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
周
知

を
図
る
の
か
。

Ａ
　
２
級
水
系
の
流
域
治
水
を
進

め
る
上
で
流
域
内
住
民
の
理
解
と

協
力
は
大
変
重
要
。
ま
ず
は
、
住

民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
に
流
域

治
水
の
必
要
性
や
取
り
組
み
内
容
、

効
果
な
ど
を
繰
り
返
し
説
明
す
る
。

そ
の
上
で
協
議
会
構
成
員
の
市
町

村
の
意
見
を
聞
き
地
域
の
特
性
や

実
情
を
把
握
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

策
定
し
た
い
。
県
や
市
町
村
の
広

報
媒
体
な
ど
を
通
し
て
住
民
へ
の

周
知
を
図
る
。

県
展
（
県
美
術

展
覧
会
）
の
出

品
者
と
出
品
作

品
の
数
が
減
っ

て
い
る
。
教
育
長
の
認
識
と
活
性

化
策
は
。

Ａ
　
高
校
生
か
ら
90
歳
代
の
幅
広

い
年
齢
層
か
ら
出
展
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
出
品
者
の
高
齢
化
の
進

行
が
主
な
理
由
と
考
え
る
。
第
74

回
か
ら
出
品
料
に
学
生
料
金
を
設

定
。
今
年
の
第
76
回
か
ら
は
大
学

の
卒
業
作
品
で
多
く
制
作
さ
れ
て

い
る
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
出
品
上
限

サ
イ
ズ
を
見
直
す
な
ど
若
者
が
出

品
し
や
す
い
取
り
組
み
を
進
め
る
。

関
係
団
体
と
連
携
し
、
若
い
世
代

の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
る
。

知
事
は
（
わ
が

会
派
の
代
表
質

問
に
対
し
）、
生

育
環
境
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き

る
県
に
し
た
い
と
述
べ
た
。
自
立
援

助
ホ
ー
ム
の
意
義
と
入
居
状
況
を
。

渡辺 勝将
（那珂川市）

渡辺 美穂
（太宰府市）


